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の祈願や懇請ではなく Veda I宇宙の理法 (rta・)を知っていること」に基づ
き，言葉の実現力 (brahman-)1により，神々，自然界，人間界を操作しよう












る。その代表が Videha国王 Janakaであり， Yajurveda (YV) 学派の中でも革








に大別されるが， Veda文献の中核を形づくるのは Srauta祭式である。 Srauta
セントを異にする男性名調 brahman-はnt.brahman-を担う「学識あるバラモン学
者J(後の祭式体系では「ブラフマン祭官J)を， m. brahman.a-は「バラモン階級に
属する個人」を， nt. brahman.a-はnt.brahman- ["詩句Jの解説文献を意味する。
2 Yえjnavalkya，Vえjasaneyaともに父由来の名:cf. GuBLER， Die Patronymica im Alt同
Indischen， 1903， 23 (vajasaneya・yajnavalkya-BAU) ， 68 (yaj伽 valka-)，80 (vajasani-RV 
IndraJSomaの別称).Pravara中に Y司負avalka，Y員jnavalkyaが Visvamitra，Vasil).tha 
系統の下に収録されている :cf BROUGH， The Early Brahmanical System of Gotra and 




う「五火説」が有名である:SB-M XI 6，2 (-K XIII 6，2)， cf.筆者‘'ZurEntstehung der 
Funf-Feuer-Lehre des Konigs Janaka" ， Akten der 27. Deutschen Orientalistentages， 20∞01， 
157一-167;“k初αt仇ha1fl
N 紅制te印n，2000， 231-252. 
4 Cf. Dumont， L'agnihotra d'apres les srautasutras… (1939) ; BODEWITZ， The Daily Evening 
and Moming Offering (Agnihotra) according to the Brahmal)as (1976).学派毎にブラー
フマナ・ Srautasutra文献全体を扱い，歴史的発展をたどる研究はまだ無い。
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表として 3種から 5種の火から成る Srauta祭火を設置し，自ら Agnihotraと










神格に対し (dative)供物を (accusative) [ないし献供を (acc.)供物により
(instrumental) ]祭火に(locative)注ぐ[献ずる] (hu: juho-ti) 0 Agnihotraの
場合は，献供の対象神格 (dat.)と献供の場である祭火 (loc.)が同ーとなる。
この拝火儀礼は太陽を祭る儀礼と融合し，祭詞(→2.2.) が示すように， I火=
太陽=光 (jyóti~-) Jを崇拝する祭式として成立する。なお Agnihotraは「祭式
名」である一方で，動調juho_tiの「内容を示す目的格J(Inhaltsakkusativ) と






5 Cf.筆者， FS.N紅白n，2000， 243 n.36 ;“Das Jenseits und i~tã-pürtá-ぺ‘Indoarisch， Iranisch 
und die Indogermanistik'， 2000， 489(:4.1) ; I王族と AgnihotraJ印度学仏教学研究 53田
















する議論が発達する(→6.4.)0 Agnihotraをソーマ祭になぞらえる議論が MSP1 
5，5: 72，3百. "' KSP VII 4:65，13百. [AgnyupasthanaJ (→注16)，TB 1 1，5，1 
[AgnihotraJ等に見られ，比較的新しい Srautasutraでは供物としてソーマが
挙げられるようになる(→6.2.，注104)。
各献供の前に Vy丙a剖泊h憧1宜凶凶r此tiと呼ばれる定句 「句bh品伽rb肋h白伽vα吟与 svνlar仁川.J圃l
7 牧畜のみで暮らすアフリカの遊牧民トゥルカナ人の食事は朝の乳(脱脂酸乳)摂取
を基本とすることが報告されている，井谷純一郎， iトゥルカナの自然誌J，1980， 213。
8 玄米・玄麦・胡麻等と水から成り，牛乳を用いず，krura-である:cf. KS VI 3 : 52， 
12f. ; TS V 4，3，2 ; VI 2，5，20 K.HOFFMANN， Aufsatzse 1 480 “Kamermilchbrei"， n.2 
“Milchspeise"は不適切。
9 玄米・玄麦を水や牛乳で煮た料理 (cf.永ノ尾信吾，国立民族博物館研究報告 9(3)，
1984， 524f.， n.1 0 ; MSS 44， 1985， 18f.)。新月満月祭の祭官報酬 anvahaηa-でもある。
祭式・饗応用は乳粥と思われる (cf.MS 1 8，3: 119，4 -6) 0 VadhAnvでは最良の供物
とされる(→6.3.)。
10 新月祭前夜は祭主自身がyavagιを献ずる :λpSS1 11，1， BharSS 1 11，9， ManSS 1 1，3， 




成するように (bhuva}Jroot闇aor.subj. [話者の意志J)， 太陽光として (svar)Jとい
う祭火への呼び、かけが起源で、あった可能性がある。一般には「大地Jbhム「中空」










「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Y司jnavalkyaとの対話 (159) 
最初の献供の際に唱える祭詞 yaju:'f・は，日没時と日昇時とで対称的である。一
般形は[タ]agnir jyotir jyotirαgn的 svahar火が光である，光は火である，ス
ヴァーハーj ; [朝]suηo jyotir jyoti与suη劫 svahar太陽が光である，光は太
陽である，スヴァーハー」。この祭詞は祭火設置祭のブラーフマナ (MSP1 6，10: 
102，1lf.) に初出する。 MSのAgnihotraブラーフマナ (18，5: 121，1)では夕の
祭調のみが言及される。 KSのAgnihotraブラーフマナ (VI1: 5，7. 49，15f.) はタ
の祭詞だけを異なる形で挙げる :αgnω jyotirjyotir agnau r火に光を，光を火
にj (→4.1.2.， 6.5.) 0 TBのAgnihotra章は先ず独自の祭調を (1 1ふ10→6.5.)
指示する: [タ]αgnirjotir jyoti今必ηめ svahar火が光である，光は太陽であ





の側に立ち讃辞を唱えて敬意を表する夜の Agnyupasthana(Agnyupa 0) 14が続く
MAYRHOFERは人工的副調とみなす (EWAia267 s.v. bhuvar).また svar-は物質として
の「太陽光」であり，場所としての「天界」は svargかである。
12 SV・白 YVマントラ集に採録されるが一般形と異なる。 SVI 1181 (I 9ふ8，1)は
Indraに言及川gnirjyotir jyotir agnir indro jyotir jyotir indralJ 1 suryo jyotir jyotilJ suη劫
svaha I火が光である，光は火である， Indraが光である，光は Indraである，太陽
が光である，光は太陽である，スヴァーハーJoVS II 8はvarcas- i効力」を強調
し，jyóti干-を文の外側に置く(一般形では文の内側に jyóti~ が位置し ， antár-jyoti~-
「内部に光を持つJと称される): agnir varco jyotir varc叫 svahasuηo varco jyotir 









由とする傾向が強い:MSP 1 5，7 : 75，1-5""'" KSP VII 5 : 66，18-67，1ヰ TSP1 5，9，5f.， 


















Katy8S IV 12，lf. (cf. Dumont， L'agnihotra， 1939) ; SB-M I 3ふ1-5(朝の AgnyupaO)
に関しては筆者 "ZurEntstehung der Funf-Feuer-Lehre des Konigs Ianaka" 165f. (4.3.) 
参照。旅立ちと帰宅時の Agnyupa。および祭火設置祭に組み込まれた Agnyupa。
(νir，可a-krama-/vira(krama-)に関しては筆者，上記論文， 163-165 (3.3.-3.4.)参照。
15 例:MSP 15，5:72，3-74，2""_ KSP VII 4:65，13-66，5;MSP 15，6:74，3-8"""_ KSP VII 5:67，7-
12ホ1SP1 5，12: 80，18-81，2 ，._ TSP 1 5，低，..._KSP VII 5:67，lf. = KpSP V 4:63，10-12 :祭
主の天界上昇のために AgnihotraにStoma(Saman朗詠のー形態)を繋ぐ(→2.2.，
注104)，lndra (=太陽)と火が相互に入り合う(→6.4.)，火は太陽の母胎(→2.3.，
6.6.)， lndra (=太陽)がpra加ー「吐く息J(→注54)で火がα!pana幽「吸う息J(→4. 
4.)， Agnihotraにおける祈願を Agnyupa'。により行う。
16 MS 1 6，10: 102，19-103，4は王族に Agnihotraを禁止し，代わりに Agnyupasthanaを命
じる;ApSS VI 15，10. 12はこれに倣う。後述 3.および注23参照。
17 Mahaviraと呼ばれる査で加熱された極めて高温のバターと乳の混合 (gharma・
「熱J) をAsvinとlndraに献供する。 Cf.V AN BUITENAN， The Pravargya， 1968 ; HOUBEN， 
The Pravargya Brahmal)a of the Taittiriya Aral).yaka， 1991 ;“The Ritual Pragmatics of a 
Vedic Hymn" ， IAOS 120.4， 2000， 499-536 ;“On the Earliest Forms of the Pravargya 
Ritual …" IU 43， 2000， 1-25 ;“思gveda1.164.23-24 and BhaItJ:hari's Philosophy of 
Language"， Fs. Halbfass， 711-719. 
18 Agnihotraの供物は時に gharma- ["熱」と述べられ， Pravargyaとの親近関係を示唆
する:MS 1 8，3 : 118， 11 (加熱され水をふりかけられていない牛乳) ; TB I 1，3，2f. 
gharmo va e~ó '幼ntalJ， ahar-ahalJ， pralザ';yateyad agnihotram [" Agnihotraであるならば，
これは鎮められていない熱gha聞かとして毎日毎日，火に掛けられるJ; SB-MXI6， 
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ともに「火の保持JがAgnihotraの目的とされる (MSP1 8，1: 115，5-7 ，._ KSP VI 
1: 50， 4.9)。それに続く TBでは火と太陽とが一体視され，両者に献供するよ
うに祭詞も変化する(→2.2.，6.4.)。更に新しい Vajasaneyin派の SBでは太陽
崇拝が中心となり，夕朝の献供ともに太陽を対象とする (ωSB
→4.4， 6.5.) : SB-M 1 3，1，1 s幼玩ηoh加αν均aα勾gni的hotr，均a仰mη'l I太陽が，つまり， Agnihotra 
を支配するのだ (id，側 -bhU/ω 構文19)J。太陽が夜，火の中に胎児として宿り，
朝，火から新たに誕生して昇るという考え方は既にE.V X 88，6に見られる:
murdha bhuvo bhavati naktalη agnis / tat，吟 suryojayate pratar udyan I火は夜の間，
存在の頂点(頭頂)となる。そこから太陽が朝，昇りながら誕生するJ0 AhavanIya 
祭火が太陽の母胎であるという観念はブラーフマナ初期から現れる(→注15)。
夜，祭火に宿る太陽 (=Ind批r悶a丸，時に P昨ra司~ä勾pa矧Hω) ないし太陽光線達(ニν凶i首』νved必eν減a劫与ゲ1J 20初
に夕と朝の食事を供する「賓客接待Jないし「司月台児への栄養補給」が Agn凶ih加O仕回a 
2，2 Svetaketu AruJ.leya説 (gharmかである火と太陽の相互献供→6.5.); VadhAnv I 7 
(I 5，1 ; Caland II no.28) ["朝は熱い牛乳により，タはより冷たい(水を多く注ぎ
込んだ)牛乳により献供すべきである」。
19 iぬm-bhM.ω 構文[""'- (acc.sg.nt.)を管轄・支配している (as)/するようになる
(bhu) J : cf. T. Goめ， Elizarenkova Memorial Volume， 2008 (印届リ中)， 115-122; 
“Funktion des Akkusatives und Redaktionsarten des Verbums"， lndogermanische Syntax 
- Fragen und Perspektiven一， 2002， 32-25 ; Gedenkschrift Schindler， 1999， 137; ["荷車
と小屋住まい:SBぬlamasJ，印度学仏教学研究55-2，2007，805-809(特に807f.); 
K.HOFFMANN， Aufsatze zur lndoiranistik I， 1976， 557-559. 
20 通常「一切神」と訳される。 RVでは["(Agni， lndra， VaruJ.la等)全ての神々J(sarve 
devahと実質的に同義)ないし「特定の一群の神々」を意味するが，ブラーフマナ
文献では「匝有名のついている神々以外の，あれやこれやの神々J，特に，死後，
天界に昇って神となった祖霊達を指すことが多い (cf.T. Go吋， Rig-Veda [Erster und 
Zweiter LiederkerisJ， 2007， 853， Glossar s.v. Visve Deval}.) 0 Gandharvaも祖霊の呼称で
ある (cf.後藤敏文，御子上恵生記念論集， 2004， 845-868，特に 868f.[: 2.1.， 
2.2.J， 864注目;Fs.Narten， 2000， 97-110)。祖霊が夜間，火の中に賓客として宿り，
夫妻の交わりに立ち会い胎児となって生まれ変わるという考え方が古来から存在し
たと推測される。 Gandharvaの立ち会いによる受胎は仏教にも受け継がれる(例:
Majjhima-Nikaya 1 265f. [M油at姐h紘hay部 uttaJ，I 157 [AssalayanasuttaJ ;仏教教義と
しては vin焔間同[vij，福間四J["識」による受胎に変化:DIgha-Nikaya 1 63 [M油ふ
nidanasuttaJ ) 0 Gandharvaと受胎に関しては， cf. W削DISCH，Buddhas Geburt， 1908， 13任
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2 注20参照。 TBI 1，11-3 (Agniho凶論冒頭)は祖霊達への Agnihotraの分け前を述
べる。












を背景として Videha国王 Janakaの問いにバラモン学者 VajasaneyaYajnavalkya 




この対話には4ヴァージョンが知られる(いづれも Agnihotra章) : 1) 
Satapatha-Brahm叫 aMadhyandina派 (SB占的 XI3，1 ; 2) 同K句va派 (SB-K)
11 1，4; 3) Jaiminlya-Brahmal).a 1 19f. ; 4) Vadhula-Anvakhyana (VadhAnv) 1 











24 Cf. CALAND (AcOr IV 5)‘'eine Art Anubrahmana. ein sekund訂esBrahmana". CALANDに
よる Vadhulasu佐aの校訂・訳 (AcOrI[1922J 3-1l， AcOrII [1924J 142-167，AcOr 
IV [1926J 1-41， AcOr VI [1928J 97-241)は欠損の多い写本に基づくが，新諸
写本が井狩により校訂され(電子版，未公刊により信頼できる資料に基づく研究
が可能となった。第2巻 (Agniho回)電子版 (2006)の提供を井狩教授に感謝す
る。 CALANDはVadhAnvとSB聞M XIとの密接な関係を指摘すると共に VadhAnvが
















承する導入部， 2) Janaka王と Y真jnavalkyaの対話， 3)旅行中の Agnihotra









4.1. 【対話】 SB-MXI 3，1，2-4 [AgnihotraJ 
tad dhαitaj janako vaidehalJ / yajnavalわ/ampapracha. vetthagnihotra1'[l yajnavalわ/a3 it. 
veda samrafj it. kim it. paya eveti. Iグ2グ yatpayo na sya t， kenαjuhuya it. vrThi-
yavabhyam27 it. yad vrThiyavau na syata1'[l kenajuhuya it. ya anya ó~adhaya iti. yad anyiI 
ó~adhayo na syu与kenajuhuya白i.ya araηya osadhaya it. yad araりyao伊 dhayona syなh
kena juhuya ity. vanaspatyeneti. yad vanaspatya1'[l na syat k台nαjuhuyaity.αdbhir it. yad 
apo na sy幼 kenajuhuya it. //3// sa hovaca. / na va iha tarhi ki1J canasid. athaitad. 
。huyataiva (注30)satyath sraddhayam it. vetthagnihotra1'[l y可伽valkya.dhenusata1fl 
dadamiti hovaca.グ4グ
BODEWITZ (Jaiminlya Brahmal).a 11-65…with a Study， Agnihotra and Pr初agnihotra，1973， 




教学会 (2005)，インド思想史学会 (2006);印度学仏教学研究， 55-2， 2007， 796-
804。










「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Y具j白valkyaとの対話 (165) 
(2) そこでこの事(導入部の内容→4.6.)について， Videhaの首長Janakaが
Yajnavalkyaに質問した (perf.) : r [君は]知っているか， Agnihotraを， Yよ」と。
「知っている，大王よ」と。 r[Agnihotraとは]何か]と。「他ならぬ牛乳であるJ









そこで彼 (yえjnavalkya) は言った: rここには(地上には :iha)その時(原初の
時:的rhi)，一切何も無かったのだ(ipf.)。そこでこうだ30。まさしく献供された
(ipf. ahuyataiva = ahuya加 +eva)，真実が信じる思いに」と。「君は知っている，
アグニホートラを， Yよ。雌牛百頭を[私は]与える」と [Janakaは]言った。





は質問する:yat payo na syat， kena juhuyas r牛乳が存在しない場合には，何に
より[君は]献供するだろうかJoYが代替の供物を挙げると，その度に「そ






























4.1.2. 【原初の Agnihotra】最後に，水さえも存在しない場合を Janakaが質問
すると， Y実jnavalkyaは「ここには(地上には:iha)その時(原初の時:tarhi)， 
一切何も無かったのだ (ipf.asit)。そこでこうだ。まさしく献供された (ipf.
ahuyataiva = ahuyata + eva) ，真実が，信じる思いに」と答える。「何により[君
は]献供するだろうか」という 2人称単数 optativejuhuyasによる質問に対し，
Yは対応する 1人称juhuyamI私は献供するであろう」ではなく，行為者不明
の受動形 imperfect ahuyata I献供されたJにより答える。この ahuyataは全
ヴァージョンに共通するキーワードである(→4.2.，5.3.， 6.1.， 6.4.) 0 SB/JB/ 




31 この使い分けについては， cf.後藤敏文，御子上恵生記念論集， 2004， 853ff; Fs.Narten， 








う言葉は SB第 2巻における Prajapati創造神話の一節(火を創出した直後の情
とい
「究極の AgnihotraJを巡る J阻止a王と Y可加valkyaとの対話
景)を想記させる:
SB I 4，3 [Agniho仕a]kalvalikl;:ta haiva tarhi pt;:thivy "dsa・ nau抑dhaya むなr，na 












MS 1 8，1: 114，11-115，5 pr，可'apati}Jpraja as1jta. sa va agnim evagre murdhato 's1jω.…so 
'smat sロf幼 paraizaid bhagadheyam ichamana}J. sa均deva navind，αt pr，可'apatiryad 
áho~yat. sa svaf[l cák~ur adayajuhot 1 agnir jyδtir jyotir agni}J svaha 1 it. tad va adas 
cák~ur manyante yad asa adiηO. 'mufn va etad asmin juhva加 manyante.saり/afnvai cák~uか








いう観念が成立する。 Cf.VadhAnv 1 7 (1.4.2) CALAND II No.1-2 [Agnyadheya] (Ed. 














いて献供するならば。真実を支配するもの (bhaviSrtu-: idam-bh~ω 構文→注19)
このように知っているならlま。
，. KS VI 1 :49，16 [AgnihotraJ cゐksurvava sa tat svam ajuhod amなmevadiηゐm，‘agnau
jyotir jyotir agna"白i.jyotir eva jyotiSY ajuhot. brahmajuhot. satyam ajuhod. amum eva 












自然現象を Agniho凶とみなす点で， VadhAnvのVえjasaneya説に近い(→6.3.): 
TB 1 1，6，4f. [AgnihotraJ … (d) prajapatir devatalJ s1jamanalJ agnim eva devatanaytl 
prathamam as1jaω so 'nyad alambhyam avittvaグ4グprajapatimabhi paηavαrωω. sa 
mrtyor abibhet. so 'mum adiのlama加 anoniramimita. tam hutva paran paηavartata. tato 
vai sa mrtyum ap可'ayat.apa mrtyUytl jayati， ya evaytl ved，α. (e) tasmad yasyaivaytl via向alJ




するJ) を指示する表現形態については， cf. T.Goto “Funktion des Akkusativs und 
Rektionsarten des Verbums - anhand des Altindoarischenーへ IndogermanischeSyntax 













のように知っている[祭火設置者]の [Agnihotraを祭官達がJ 1日間か 2日間か







水達に乳製品を献供し続け，そこから女神 Idaが生ずる CSB-M1 8，1，7"'SB-K 1 
7，5) 0 Iclaの息子 PUfUravasは天上界の火を人間にもたらしたとされるヘ
SB 
7 . s均o' 陀 α1?lchraか伽mηlyαF仇十カ拍1泊scωαcara α prc可ljakamα与与./仰tr，而ap戸ipak初αyc;可U免前t切nりe.sa ghrta1?l dadhi 
mastv ãmík~ãm ity aps白juhava1?lcakara. tata}J sa1?lvatsare yo~ít sambabhuva. sa ha 











34 VadhAnv 1 1 -2 IPururavasとUrvasIJ; cf.後藤敏文，御子上恵生記念論集， 2004， 















sraddha-と動調 hu (juho-li) I (供物を祭火に)注ぐ，献供する」との結合に
関しては次の 2例が注目される 1) sraddham juhvati I信じる思いを(神々
が)献供するJBAU VI 2，9 '"-' ChU V 4，1 [五火二道説冒頭] (cf. amrωm apas 
「不死である水達を(神々が献供する)J JB 1 45) : sraddha- I信じる思い」が
apas I水達」であることが議論の前提とされる(→4.3.); 2) sraddhayai + a . 
hotavyam : Agnihotra用乳牛から搾った乳をすべて流失した場合，他の牛から
搾った乳を神格 sraddha- I信じる思い」に献供することを指示する:
AB V 27，10ニ VII3，14 [AgnihotraJ …yady u vai sarva1ft sikta1ft syad， athanyam ahuya 






35 TS II 3，7，1-5 "'- Saclviri1sa B IV 1，12 (Ed. Sarrna V 1，12) :祭火をきり出せない場合，
順次，普通の火，雌山羊 (TB雄山羊の耳)，バラモンの右手， darbha草 (ku同草)
の束，水達に献供する。
36 例えば，ソーマ祭の本祭 (Sutya)の朝，流れる水にバターを献供し， RV X 30 (Apam 
Napat) を朗詠:cf. T.GOTO， Rig-Veda [Erster und Zweiter LiederkreisJ， 2007， 813ff. 
[Komm. zu 1 182J ; CALAND-HENRY 141: 125d ;筆者:印仏研 54-2，2006， 897， Fs. 
Klingenschmitt， 2005， 186f. 
37 sraddhayaiは語形上は3通りの解釈が可能である:1)品+hu (juho _Ii) の間接目的
語を示す dative(献供を受ける神格)， 2)品+huの直接目的語である partitivegenitive 
(供物)， 3)前置詞るに支配される ablative. ( [" "'-'までJ ，通常は abl.の後に品)。
文脈上，新たに搾られた乳が供物として祭火に献じられると考えられるので， 1) 
が適切である。 sraddhayaiおよび文全体の意味については様々な解釈がある(いづ
れも筆者と異なる): Haug“alone inlwith? fai白ぺ Keith“onlyin f:創出"， Geldner“nur in 
Gedanken， durch Gebet， ohne Material zu vollziehendes Opfer"， Kohler“dazu aber mus 
m組 derSraddha eine Spende darbringen"， cf. Kohler， Srad-dha in der vedischen und 
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この疑問への解答は，当該文献に先行する SBの基本的 Agnihotra論 (SB1 3，1， 
1-39 ;→5.6.)の一節「真実 satyかである祭詞yωus-により Agnihotraを献供す
る」に見出される。
altbuddhistischen Literatur (Diss. 1948)， 1973， 33f. (SaYaIJ.a SB XI 6，1，12注に基づき








SB I 3，1，30 [AgnihotraJαgnir jyotir jyotirαgn的svahety.atha prataIJ suryo jyotir jyotiIJ 






KB I 8 (Ed. Sarma I 6) [AgnihotraJ agnir jyotir jyotir agnir iti. tan:tjyotiIJ santan:tjyotir 
iの/aha. sa saり/an:tvadati. tasyayan:t vaカmayaatma satyamayo bhavati.…suryo jyotir jyotiIJ 







SB 1 3，1，28 [新月満月祭，バターを清める儀礼(→4.6.末)J sa e(iゐ却の/aeva mantras. 
そのようなこのマントラは真実に他ならない。
祭調・讃歌などのマントラは rta- I宇宙の理法」に基づく brahman- I実現力




のか」 という聞いに対する現実の対応策は， I 自分の『信じる思い sraddhâ-~
に『真実 saかかで、ある祭詞 yájus-~ を唱えかける」という事になる。
4.2. 【対話の比較:JBとSB-K】
JB 119 
tad dhαjanako vaideho yaj;元avalkyampapracha， vetthagnihotran:t yaj.加 valkyait. / vedeti 
hovaca. / kim iti. / paya iti. / yαt payo na syat kena juhuya iti. / vrihiyavabhyam iti.グyad
vrih加vauna syatan:t kena juhuya iti. / yad anyad dhanyan:t teneti.グyadanyad dhanyan:t na 
-467-
(173) 「究極の AgnihotraJ を巡る Janaka王と Yえjnavalkyaとの対話
syat kena juhuya it. / ar，仰 yabhir0抑dhibhirit. Jグyadaraηya o~adhayo na syuかkenα
juhuya iか・/αdbhirit. Iグyadapo na syufJ kena juhuya it. / sa hovaca， na va iha tarhi kiYfl 




vetthagnihotraYfl y可カavαlkya，namas te 'stu， sahasra1，l bhagavo dadma it. / 
それ(導入部の内容→4.7.) について Videhaの首長 JanakaがY員jnavalkyaに質問し












頭[の牛]を，先生よ， [私は/我々は]与える (pl.dadmas) Jと。
tad dhαitaj janako vaideho yiゆavalkyaYflpapracha. y可カavalkyavetthagnihotra 3 m it. 
veda samra( it hovaca. paya eveti. yat payo nãbhavi~yat ， kénãho~ya iti. vrihiyavabhyam 
(Ed. Kalyan・Bombay vrfhiyavabhyam) it hovaca. yad vrihiyavau nåbhavi~yatãYfl 
kénãho~ya i，η. araηyabhiro手adhibhirit. yad arafJya ó~adhayo nãbhavi~yan kénãho~ya iη. 
V1:k~aphaláir it. yad vr;k干aphalaninãbhavi~yan kénãho~ya i，か・。dbhirit hovaca. yad apo 
nábhavi~yan kénãho~ya it. sa hovacα. na vai samra( aω'gra ekaYfl candsid. athaitad (注
SB-K 1111，43-4 
30). ahityataiva saのla1hsraddhayam it. 1グ31グsahovaca. namas te 'stu yaj伽 valkya.
vetthagnihotram. sahasra1，l dadamiti. (以下，問答歌)
そこでこの事(導入部の内容→4.7.) について， Videhaの首長 Janakaが
39 
(3) 
Ed.OER百 L [Kl. Schr. 109-111J (宇Mss.ahuyata iva， ahuyanaivα)， Ed. RAGHU VIRA u 













(y可navalkya)は言った: ["大王よ，ここには(地上には :α加s)原初の時 (agre)， 
何であれーつも無かったのだ (ipf.)。そこでこうだ(注30)。まさしく献供された






1 )供物の代替では， I他の草達(→注29)Jが SB-Kに欠け， JBでは「他の
穀物Jとなる。「樹木に属するもの(果実，葉，樹皮，根，等)Jは JBに欠
け， SB-Kでは「木の果実達」とされる。
2) Yajnavalkyaの最後の答のキーワード ahuyataiva Iまさしく献供された」
が JBの写本では尚昆yata iva (αhuyate + iva)等の崩れた形で伝承されてい
る(注39)。伝承過程における -aiチωーと -ai-/-a u-の交替は珍しくなく 40，同
じ現象が VadhAnvでも見られる(→6.1.， 6.4.，注80)。この動詞を修飾する場
所と時の副詞が，SB-MlJBの ihatarhiに対し SB-Kでは atasagreであり，
その前に「大王よJsamralが加わる。
3) Janakaの最後の言葉に JB/SB-Kでは「君に表敬あれJという讃辞が， JB 
では bhagavasという呼びかけが加わり，褒美の「雌牛百頭」が「千頭」に
40 [aiJから[滋]への音韻変化に伴い，表記も -aiーから -ayi-ないし -a i-に変化す
る:cf. K.Hoffmann， Aufsatze zur Indoiranistik 1 553 Anm.4 ; AiG I 40， Nachtr. 24 ; AB 








「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Yajnavalkyaとの対話 (175) 
増える。 SB-Ml-Kの単数形 dadamir [私は]与えるJがJBでは複数形 dadmas
r[我々は]与える」に変わる。
4) SB-Kでは， Janakaの質問における条件文と帰結文の動詞が，他ヴァージョ
ンの optativeに対し， conditional (ábhavi~yat ， abhavisyatam， ábhavi~yan ， 





















KB VII 10，4 = AB VII 10，4 [Agnihotra;妻のいない AgnihotrinJ
sraddha patni satya1J Y可amana与.sraddha saり/amity uttamam mithunam. 
「信Jが妻であり「真実」が夫である。「信」と「真」とは最高の夫婦(対)である。
41 Cf. 後藤敏文「サッティヤ satyaとウースィアouσiαJ，W古典学の再構築』ニューズ








VadhAnv I 8 (Ed. lKARI = I 5，2 ; CALAND II no.36) 





針。ddha- I信を置くこと」が感情の次元の問題ではなく manas- I思考活動」
であることは，下記TS1 6，8，1のようにブラーフマナに明言され，また sraddhみ














42 Cf. SB 1 3，5，11 prati~thá-=gáti-=yá e拘 tapati["太陽J ; JB 1 25 [JanakaJ iti-["出発
点Jαgni・「祭火J，gati-["到着点J=ad旬。「太陽J ; SB XI 6ふ4[Janaka五火






祭式の成功には sraddha- r信」が不可欠であり， r信」を捕捉するために祭
式開始時に「信」の象徴たる水達を東 (λhavanIya祭火)へ導く儀礼を行う (MS
「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Yえjnavalkyaとの対話
1 4，10: 59，2-6 "' KS XXXII 7: 26，12-16 ; MS IV 1，4: 5，18-6，5 "' TS 1 6，8，1-2 "' 
TB 11 2，41-3)。
TS 1 6，8，1-2 [ai~tikayえjamãnavidhiQ. J yo vai sraddham anarabhya yajnena yajate， 
nasye.ytaya srad dadhate. / ap劫prl仰のαti.sraddha va apal! sraddham evarabhya yaj飴m
yajata， ubhaye 'sya devamanu.yya i.ytaya srad dadhαte.…manasa praりayatT-.iyath vai 
mánal!.!J八//an均α~iváinãlJpra 1'J町 αty.
「信 (sraddha-) Jを捕捉せずに祭式により祭主として祭るならば， 彼により祭ら














る。仏教の karman- I業J，ミーマーンサー学派の αrpunルの観念に繋がる。 Cf.筆
者，“DasJenseit und i榊 -purta-“dieWirkung des geopferten-und-geschenkten" in der 
vedischen Religion"， lndoarisch， Iranisch und die lndogermanistik， 2000， 475-490 ; 
I i.ytapurta-W祭式と布施の効力』と来世J，今西順吉還暦記念論集， 1996， 862-882. 
主語代名調は原則として述語名詞の性・数に一致する。 iyamがmanal!に合わせて
idamとなっていない事は，指示機能 (Deixis)が強く，述語と考えられる。



















【問答歌]tad apy ete slok体/“kfinsvid vidvitn pravasatiY agnihotri grhebhiyalJ / kathain 
svid asya kaviyal'fl kathain sal'fltato agnibhir" it. kathain svid asyanapapro:jitam bhavatIのy
evaitad aha. Iグ5グ“yojavi干thobhuvane:ju / sa vidvan pravasan vide (注48)/tatha tad asya 
kaviyal'fl tatha sal'fltato agnibhir"低 manaevaitad aha. manasaivasyanapapro手itam
bhavatIti.グ6/グ“yatsa duram paretiya 1 atha tatra pramadyati 1 kasmint sZzsya (Ed.K-B 
accent欠)hutahutir grhe yam asya juhvati-'ぺIti.yat sa duram pareのlathatatra pramadyati 
kasminn asya sahutir huta bhavatIりIevaitad aha.グ71"yo jagara bhuvane:ju 1 visva jatani 
yo 'bibha1J， 1 tasmint sasya hutahutir grhe yam asya j幼 vati-"・Iti.pra早amevaitad aha. 【結
言命】 tasmad ahulJ， pra1!a evagnihotram 白i.1グ8/グ
【問答歌】 (5)それについて(対話の内容→4.1.)更に，次の Sloka達がある o rー
体何を知っていて， Agnihotraを祭主として行っている者 (αgnihotrin-)は家から




(51 「諸存在の中で最も速い者 (m.)，その者 (m.)が旅に出ている間も，知って









vid r知る」の perf.med. ;受動の意味で RV/AV/Mantraに用いられる (cf.KUMMEL， 
Stativ und Passivaorist 101ff.， Das Perfekt im lndoiranischen 495)0 SBのアクセント方
式では vide (vid r見出す」の inf.) とも解せる;Dativ占lfinitivの述語的用法につ
いては SGALL，Die lnfinitive im ~gveda 220旺.参照 (videはRVに1例:221)。文脈上
はどちらも可能。 HORSCH，Gathaliteratur 112f.は折衷的にlvidr知る」の inf.として
訳す:“… istals ein Wissender zu erkennen". 
461-

















(Agnihotrin) であり，朝夕の Agnihotraを中断できない。対話における Janaka
王の質問では，祭火を伴い移動中に Agniho凶を行う場合の供物の問題が取り
上げられ， Slokaでは，定住世活者が祭火を家に残して旅行する場合の，旅に
49 yoのaccentから imperfectabibharと判明する (bibharの場合yδ[svaritaaccent] と
なる)。現在形ではなく ipf.が用いられている理由は不明。現在語幹 bhara-が
‘bringen' と‘tragen' の両方を意味するのに対し，bibhar- (bibhar-)は一貫して
iterativ-durativの意味‘佐agen'で用いられる:cf. T. GOTO 1. Prasensklasse 225-228， 
特に226f.とAnm.485.
50 1詩節は8音節の PadaX4から成り，各 Pada後半 (cadence)は)ー)ー (pada末は
常に重音節扱い)となる傾向が強い(必須ではない)。当該詩節では16cadence中，






律の名称(いわゆる“epicanu~tubh") となる。 Cf. HORSCH Die vedische Gatha-und Sloka同











は男性名詞であり，中性名詞 manas-と一致しない。 Sloka中の kczv;ya-の語か
ら，本来は，祭主である kavi- i特殊能力により時空を超えて見ることができ












52 C主宰V1163，9 ; IV 26，5 ; 27，3 ; VI9，5f. ; 45，12 ; IX 97，28. 
53 Cf.後藤敏文， r Sal).clilyaの教説再考-Brahmal).aとUpani宇adの間 J，今西記念
論集， 1996， 856-858 (857， 858) ;“Zur Lehre Sa判ilyas- zwischen Brahmal).a und 
Upani号adーヘLangue，styl et structure dans le monde indien (Centenaire de Louis Renou)， 
1996 [1997J，71-89 (76，79) 
54 pra+αn (prl初iti)は「前方へ息を動かす，息を吐く」ないし「息を動かし続ける，
呼吸するJを意味する (cf.Delbruck 460) 0 praゅーは原義「吐く息jから (cf.apana-
「吸う息」→6.4.)， r吸う息J(cf. udana-r外へ出す息，吐く息J) ，更に体内の様々












「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Yえjnavalkyaとの対話 (181) 
SB-M I 2，2，18-19 (""-'SB-K) [AgnyadheyaJ te va ete praμ eva yad agnayaIJ. / 






MSP 1 5，6: 74，4f. [Agnihotra 後の AgnyupasthanaJ KSP VII 5: 67，7 -12 praηapanau 
va indragnI. lndra (=太陽)と火はpra加ー「吐く息」と α'Pana-r吸う息jなのだ。
最後の Slokaから，p尚早a evagnihotram i Agnihotraは気息・呼吸p尚早0・に他
ならない」という全編の結論が導かれる。この結論は先行する対話および、問答
歌と矛盾がある。最後の Slokaではpral'Jαーは動詞juho・ti i献ず、るJに対し loc.


















うSBの基本的 Agnihotra理論(→2.3.，注19，6.5.) と相違し， Pral).a中心の新
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(182) 阪本(後藤)純子
しい思想傾向の影響を示す(→5.1.， 5.2.， 7.1.， 7.2.，注25)。
4.5. 【問答歌と結論の比較:SB-M/SB-K/JB】
JB 1 19f. 
【問答歌]atha hainam upajagau， "ki1l} svid vidvan pravasati Jグ19//agnihotri grhebhyalJ 
/ kathaωd asya kavyα1l} katha sa1l}ta印 'gnibhi与//"it. / yad agnin adhayathapapravasati 
katha1l} asyãnapα!pro~ita1l} bhavatiti. / sa hovaca vajas仰のlaq， (Ed. OERTEL Oyo) ，“yo 
javi~tho bhuvane~u sa vidvan pravasan vide / tathaωd asya初vya1l}ωthasa1l}的ω'gnibhi与
ノグ"it. / mana it hovaca. / mano vava bhuvane~u javi~tham. / manasαivasyanapapro平ita1l}
bhavatiti ha tad uvaca. ノグ atha hainam upajagau， “yαt sa dura1l} paretyatha tatra 
pramadyati /初sminsasya hutahutir grhe yam asya juhvati //" it. / sa hovaca vajasaneyaq， 
(Ed. OERTEL Oyo) ，“yo jagara bhuvane~u sa vidvan pravasan vide / tasmin sasya hutahutir 
grhe yam asya juhvati"グit./pra加 itihovaca. / prl初o+vai55 bhuvane~u jagara与/pra加
evasya sa hutahutir bhavati. /【結論部】 tasmadah功pra，!-o'gnihotram it. /yavad dhy eva 
pra，!-ena pra，!-iti tavad agnihotra1J juhoti.グ20ノグ
【問答歌】そこでこの当人 (Yajnavalkya:注57)に [Janakaは]歌いかけた










5 Ed. OERTEL vai (全 Mss.va) ; Ed. RAGHU VlRA va. 



























SB-K II 1，4，4 
[問答歌】 tadapy 向。包tislokaIJ. / kim svid vidvan pravasaの/agnihotrI grhebhyaIJ. / 
katham svid asya kavya1J， katham sa1Jtato agnibhir it. yo jávi~tho bhúvane~u sa vidvan 
pravasan vide. tatha tad asya kavya1J tatha sa1Jtato agnibhir it.陥nmanasaivante bhavati. 
yat sa dur，ゐmpareの/athatatra pramadyati， kasmint sasya hutahutir grhe yam asya jおhvatiti.
yo jagara bhúvane~u visva rupa"l1i yo 'bibhaIJ. tasmint sasya hutahutir grhe yam asya 





















SB-K官頭では 4 Slokaが 1 Sloka (単数)として言及される。 JBでは Sloka
の語が現れず，先行する対話の続きとされ， Iそこでこの当人 (Yajnavalkya)
にJanakaは歌いかけた」と言う文が二度，各問答の冒頭に現れる。更に， Janaka 
の相手が Yえjnavalkyaではなく V真jasaneyaと呼ばれるのも奇妙である (VadhAnv
における呼び方と共通する→6.2.)。
Slok陥a自体はほとんど差異がない:最終詩節で S臼B
r均upa初早i仁;JBでは難語を含む第4詩節 bの替わりに第 2詩節 bが再び現れる。
SB-Kの結論は SB聞M と同一であるが， JBでは「気息により呼吸しているま
さにその限り， Agnihotraを献供していることになるのであるから。」という一
文が加わり，気息・呼吸 (pr，初か)中心の思想がより明確に主張される。
4.6. 【導入部】 SB-MXI3，1，1-8 
vag gha va etasyagnihotrasyagnihotrt. 1 mana eva vatsas. tad idam manas ca vak ca 
samanam eva san naneva.出smatsamanya rajjva vatsa1'[l ca matara1'[l cabhidadhati. teja eva 
sraddha， saのlamajyam.グ1/1



























る (2.3.)。この導入部においても複数の対概念が組み合わされ， r言葉J: r思
















て探し求める母午が Agnihotraと関係の深い Prav町 gya(→2.3.，注17) の搾乳
場面で歌われている:





59 この風習の起源神話がTBI 1，1，3 [AgnihotraJに語られる。
60 この讃歌 (1謎の歌J)とSrauta両国に規定される Pravargyaとの関係については，
Cf. Houben，“The Ritual Pragmatic of a Vedic Hymn"， JAOS 120.4， 2000， 502f. 




















火に唱えられる。 MaitrayaQ.iya派と Katha派では，新満月祭終了時の V刊ukrama
に続く Agnyupasthanaにこのマントラが用いられる63
Msm 1 4，2 : 48，17f. [y司amanaJ64tejo 'si. sam aha1fl prajaya. sam maya praja. sam aha1fl 
pasubhi}J. sa1fl maya p山ava.
と比較される:KSP XXXII 1 : 19，8f. [y司amanaJ“sarasvaの'ayaaha1fl devayajyaya vacam 




62 tejo 'siはAV7，89，4に初出 edho'sy edhi~Iyá samfd asi samedhiめ/a/ tejo 'si tejo mayi 
dhehil/ 1君は燃え上がらせるための焚き木 edha-(m.) / edhas-(nt.)だ。私が栄える
ように。君は完全に燃え上がらせるためにくべ足す焚き木 samfdかだ。私が完全に
栄えるように。君は光熱力である。光熱力を私に置き定めよJ"'- TS 1 4，45，3 (k) 
TSP VI 6，3，5 (ソーマ祭終了時→注66) ; cd=KsmV5:48，1= KSPXXXII5:23，15 (新
満月祭終了時→注65)。更に AVXIX 31，12c [ÃhavanIya 祭火またはめhi~eka された
王に対して]tejo 'si tejo mayi dharayadhi参照。
63 おそらく MS散文(→注64)で述べられている理由 (1子孫も家畜達も見捨てて太
陽光へと行く J)から，他派ではマントラが変更されている。
64 MSP 1 4，7: 55，5-8 [YajamanaJ“tejo 'Si"-I<砂aha.tejo hy agn幼.sa vai hitva praja1fl ca 
pasums ca svar eti. yad aha "sam aha1fl prajaya. sam maya praja. sam aha1fl pasubhi}J. sa1fl 













「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Y可navalkyaとの対話 (187) 
君は光熱力である。私は子孫と共に。子孫は私と共に。私は家畜達と共に。家畜達
は私と共に。
Ksm V 5 : 48，1-4 [y司amanaJ65t，ザ'0'si. t，ザ'0mayi dhehi (=AV 7，89，4cd→注62).sam 




火に象徴される tejas- r光熱力Jは水apasに象徴される sraddha- r信」と本
来は対極にある。しかし対話での Yajnavalkyaの最終返答で sraddhみが
λhavaniya祭火の代替とされることから，tejas-に等置されたと推測される。
バタ- ajya聞も火と同様に tejas・に等置される;例えば VadhAnvの導入部で
はtejova ajyam rバターが光熱力なのだJと述べられる(→6.1.，6.3.)。高カロ
リーのエネルギー源である上に，献供の前に加熱され，差し水されず，極めて
高温となることから，tejas-を祭主にもたらすとされる67 (→2.2.) 0 sraddha-: 
satya-とtejas-:匂yルの対比から sraddha-がtejasーならばsaf)ιはajya-である
と類推された可能性がある。
言った祭主は]子孫にも家畜にも安立する;ManSrSu 1 4ふ14saηαm anvav"{;tya“tejo 
'si-" i砂ahavaniyamupa均(hate.“'gnegrhap訂正，it garhapaり/am.続いて左に向い， i君
は光熱力である」と[言って]λhavaniyaに敬意を表して傍らに立つ。「家の主で
ある火よ」と[言ってJGarhapatyaに[敬意を表して傍らに立つ]。
65 KSPXXXII5:23，15-21 [Yaj細如aJ吋o'si. t，ザomαryidhehiti. tejo eva a仰 andhatte. sam 




66 TSP VI 6，3，5 .edho 'sy edhifiimahity aha， samidhaivagnim namasyanta upayanti. tejo 'si 
tejo mayi dhehtti aha， teja evatman dhatte /5/ i君は samidh- (火を完全に燃え上がら
せるためにくべ足す焚き木)である。私達は栄えたい (p1.) (以下略)J と[祭主
は]言う (Sg.)。他ならぬ samidh・により火に挨拶しつつ[祭主と祭官達は]敬意
を持って近づく (upa-i Pl.) 0 i君は光熱力である。光熱力を私に定めおけ」と[祭
主が]言う (Sg.)。他ならぬ光熱力を自らに定め置く (Sg.) ことになる。他派で
は同様のマントラが祭火ではなく焚き木に対して唱えられる (Cf.Caland-Henry p.393ff. 
No.254)。
67 [Agnihotraでの有ya・献供JMS 1 8，3:118，10-17-----KS VI 3:52，10f.;TB I 1，5，5 





















BaudhSrSu I 16 (Ed. Caland 1 86f.) atha yajamanam ajyam avek抑的可'yamasi sa加 m
ωi…(=Tsm 1 6，1，1b69) bha匂iyeti.
次に祭主にバターを見つめさせる 「君はバターである 君は真実である，…[そ
のような君の]分け前にあづかりたい (Tsm1 6， 1， 1b→注69)Jと[唱えて]。
ApSrSu I 6，6 ajyam asi satyam asi，砂 αdhvαηury可amanasca nim iかavi何'ya-
nucchvasantav可'yamavek:jeteグ
「君はバターである，きみは真実である。 (Tsm1 6，1b→注69)Jと[唱えて]Adhvaryu 
祭官と祭主とは目を閉じてから目を聞いて，息を吐き出さずにバターを見つめる。





69 TSm 1 6，1，1 (b)勾iyamasi， satyam asi， saのlasyadhyak:jamasi， havir asi vaisvanaran:t 
vaisvadevam utpuω』叫mainsaりlauja}J， …tJyasyajyamasi， satyasya satyam asi， saり匂u与















「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Yajnavalkyaとの対話 (189) 
である」を欠く;SB 1 3，1，28はマントラが真実である(→4.1.)と解説する:
SB 1 3，1，28 [新月満月祭]so 'vek.抑teI tejo 'si sukram asy ami:tam asIti. sa e!ia satya eva 
mantras. tejo hy台tac.chukram hy etad.αmrtαm hy et，αt. . 




JB 1 19-20 
vag va agnihotri. I tasyai mana eva vatsalJ. 1mαnasa vai vacaf[l prattaf[l71 duhre. I vatsenα 
vai mataraf[l prattaf[l71 duhre. I tad va idaf[l manαlJpurvαm. I tat72 pasca vag anveti. tasmad 
vatsaf[l purvaf[l yant，αf[l pasca matanveti. I hr，dayam eva methy 73 upadohani， pra1Jo rajjuq，. / 





70 Msm 11，1 : 6，13 tejo 'si. sukram asi. jyotir asi. amftam asi. vaisvadevam asi. I君は光熱
力である。君は白い輝きである。君は光である。君は不死である。君は visvedevah 
(→注20)に属する物である。J(cf. Man5rSu 12，5，17 tejo切のY可yamyajαmano 'vek.抑 ta
utjフ品加m anutjヮ長加m va. I君は光熱力であるJと[唱えて]バターを祭主は見つめる，
浄化されたものであれ，浄化されていないものであれ。)'" Ksm 1 10: 5，14f.= Kpsm 
110 '" VS 1 31 (cf. Katy5rSu I 9). 
71 Ed. OERTEL prattaf[l (v.l. praktaf[l) ; Ed. RAGHU VlRA prktaf[l (ヰMss.; 1 Ms. prakrtam， 
他はすべてprattaf[l) →注74.
72 ωt (= manas-)をαnuが支配する。 Cf.Ed. OERTEL仰ψasca(comp.) ; RAGHU VIRA yat 
pa~cã (全Mss.tat) ; CALAND yat pa~cã “Over en uit het Jaiminiya-Brahmana"， 1914， 33 
=WZKM 28，1914， 62f. [OERTEL加tpascaを問中旬ca“indieser Weise ..."に変更] (cf. 
BODEWITZ 64 n.3).異読yatは関係調ではなく i(e_ti) の現在分詞で mana与を修飾し，
後統文 vatsaf[l…yanωmに対応する (cf.5B-K対応箇所)。
73 Ed. OERTEL medhy. 
74 pratta・はpra-daI搾乳のために仔牛を母牛に与える，近づける，あてがう」の過
去分詞，西村直子「文化J64-1/2 (2000)， 16 n.12参照。→2.2.，4.6.
75 duh: A. I搾乳するJ(act./med.) ， B. I乳を出すJ(med.)。ここはA.の affectivemedium。

















vag gha va etasyagnihotrasyagnihotrT. mana eva vatso. manasa vai vacaf[l prapyanaf[l 
duhanti. tasmad vatsenαmataraf[l prapyanaf[l duhαnti. tad va idaf[l mana}J purvaf[l yat 
pasca (v.l. yat pascad) vAg anveti. tasmad vatsaf[l purvaf[l yantaf[l pascAn matanveti.グlグ
prl旬。 evarajju}J. pra抑nahi manωca vak cabhihite. tasmad r，幼ivavatsaf[l ca mataraf[l 

















「思考 manas-である仔牛 vatsa回と言葉 vac-である母牛 agnihotrY-を縄で結び
という議論は， SB-M， SB-K， JBの3ヴァージョンに共通する。










搾乳時の柱と縄に関しては西村直子「放牧と敷き草刈り J2006， 120 n.360 (KatySS 
XXVI 5，3-4 ; Sa此hSSV 10)参照。
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76 
「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Yえjnavalkyaとの対話 (191) 
sraddha-， ajya-=satya-という議論は姿を消し，pra加ーというテーマが導入部
を統一する。







conditional1 (SB-K)， Y可navalkyaの最終返答におけるキーワード ahuyataiva(SB-
M/-K) の伝承の乱れ (JB)，対話末尾の Janaka王の言葉遣い，褒美の牛の数の





に至るまで， i呼吸」中心の新思想により明確に貫徹されている。 SB-Kは SB-
M を継承しつつも JBの影響を受け，更に発展した段階に位置する。






77 MS IV 6，4:84，2-7 [λgraYaJ;laJ ; TS I 5，1，4f. [新月満月祭J; SB 1 4，5，8-12 [新月満
月祭]… saprajapatir manαsa evanuvaca. mana eva tvac chreyo. manaso vai tvaY[l 


















ip吋apatiが真実である視力=太陽を火に献供した」神話 (MS/KS) と iManu
が水(=信 sraddha-)に乳製品を献供した」神話を融合し抽象化した創作と思
Pr司japati神話 (MS/KS) XManu神話 (SB)
iraddha = f:tpas (MS/KS広 pS庁S汀B)













「究極の AgnihotraJ を巡る Janaka王と Y具jnavalkyaとの対話 (193) 
われる。地上に何も無い原初のイメージは SB1 2ん3Pr吋apati神話の影響を窺














関係にある pra加ーを，この動調に対し accusativeの関係にある Agnihotraと等
置する操作により， I pral).aーがAgnihotraである(を支配・管轄する)J という
結論に導く(→4.4.)。


















md即 Sーと vacーの優劣 (MS庁S/SBI) 




【導入部原形Jmanωー=vatsaーと vac・=agnihotr手を縄で結ぶ ;tej，ωー=sraddha-， ajya-=saりla-
【対話原形]供物の代替;献供された (ahuyataiva)，saηか=yaju干ーがsraddha-に。




6. 【VadhAnvの伝承】 VadhAnvはTaittirIya派ブラーフマナ (TS散文・ TB)
に対し，その支派たる Vadhu1a派の立場から「付随して説明する，補足説明す
る(anu-a-khya)J文献と理解される(→6.3.，注24，注81)。当該箇所は Agnihotra
を扱う VadhuAnv第 2巻の末尾から 2番目に位置するヘ
78 直前の I12は ÃruJ;li とその弟子 Kau~ïtaki ， Vãrkasïr~J:，lÌ， Vajasaneya (=Yajnavalkya) 
による Agnihotra議論で， SB 








「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Y司jnavalkyaとの対話 (195) 
SB-M/-KlJB版に対する VadhuAnvの特徴は以下のように纏められる:











6.1. Vadhula-Anvakhyana 1 13 (1 10，1) : Ed.I臥即(電子版2006) に基づく 79
【導入部】 ida1ftva anv励ur.brahmavadino vadanのIagnihotraprayαゆ yaj焔与=y可焔nam
(注82)iの.ajyena juhuyat t伊 skamasya.t，りova可'yan.t，伊 svyeva bhavati. somena (注
83) brahmavarcasakamasya. brahmavarcasa1ft (注84)vai somo. brahmavarcasy eva bhavati. 
payasa pasukamasyai = gramy eva bhava砂(注88).apo va agnihotran.ωn nu hadbhir eva 
juhuyad. o:fadhayo ha va agnihotran.加du hau:fadhlbhir ev，αjuhuyad. vanaspatayo ha va 
agnihotran. tad u ha vanaspatibhir eva juhuyat. taη4ula va agnihotran. tan nu ha ta写4ulair
eva juhuyat. taη4ulahomas cet tu na syad odanena juhuyad.何αναihomana1ft sattamo yad 
odanahoma]J. pr，可ayaiva e加ιpasuna1ftrupa1ft yat payas. sa yasya ha payasa juhvati (Ed. 
=Mss. ;注89)sak:fad eva praja1ft pasun avarunddhe. 【対話】 janakoha vaideho 
v可αsaneya1ftpapraccha yan nv adhvaryo payo na syat kenagnihotran juhuyad iか・ αdbhis
samra4 ity. atha yad apo na syu]J kenaivagnihotraカjuhuyadity. o:fadhlbhis samra4 ity.αtha 
yad o:fadhayo na syu]J kenaivagnihotraカjuhuyaditi. vanaspatibhis samra4 ity. atha yad 
vanaspαωyo na syu]J kenagnihotran juhuyad it. sata ca samra4 asata ceη. atha yat sac 
casac ca na syata1ft kenaivagnihotra元juhuyadit. om iti hovaca-. atipa1J4ita eva manyase 
(注90)pura vavaitasmat sarvasmaj janitor athagnihotram +ahü，抑制iveti 80• 的d vava 
VadhuAnv n (Agnihotra論)末尾に置かれている事も注目される。
79 Cf. CιAND， AcOr 4(1926) 35， no.40=Kl.Schr. 337; Ed. CHAUBEY， Hoshiarpur 2001，2.12. 
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(196) 阪本(後藤)純子
bhagavo + vividu~ä1! iti (注92).sa vai tarhitthan nedfyo nyasarpeti. sa sannyasasarpa.ωm 
hovaca-， oditya eva samraqαgnau sayam ahuyeta- (注93)，agnir aditye praωs.ωn nu ha 
sayan juhuyad agnir jyotir jyotir agnav (注94)adi，砂amsvaheり/.atha ha pratar juhuyat 
suηo jyotir jyotis suηe (注95)'gnim svaheti (注96).【結論]tad etan na kuryad itarasmin 
vidyamane. sa ya evaikaV1，:t suvarga1fl lokam abh砂仰(注98)na prajan na pasun nayur 
nema1fl loka1fl praり/avek(ieta.
【導入部】これ(直後の引用)に付随して81 [人々は]言っているのだ。[以下引用:] 
「ブラフマンを議論する者達は言っている， ~諸祭式は Agnihotra を始まりとする。
{Agnihotraは何を始まりとするか』と。『仔牛が Agnihotraの始まりなのだ。









80 Ed.lKA阻(= Kl， k4) ， Ed. CHAUBEY ahuyata iva (< ahuyate + iva) ， Ed. CALAND ahuyata iva 
(くahuyate+ iva). JB伝承 ahuyataivaと共通(→注39)0-ai咽~四ai-に関しては 3.
2.および注40参照。 itiに関しては注91，注96参照。
81 ida1flは副詞と代名調の両方の解釈が可能であり，後者の場合も前置詞 anuに支配
される acc.とも動詞 ahurの直接目的語とも理解できる。直後に TBからの引用が，
次に Vadhula派独自の見解が述べられる構成から idamはanuに支配され，直後
に引用される諸学説(注89，88) を指していると考えられる(→6.，6.2.)。
82 TB Il 1ム1brahmavadino vadanti， agnihotrapray仰 ay可偏与 ;ki1flpraya加 mαgninotram
it. vatso va agnihotrasya praya加 m.agnihotra1fl yajカanam.訳文中{ }が省略部分。
83 下記 TB(注88) には無く， VadhAnvによる挿入。註100参照。
84 brahma-varcasa-， O_varcasin-の前肢は brahman-(m.) rバラモン，祭官j ではなく
brahmalJ-(nt.) r実現力を持つ神聖な言葉」と理解される:cf. AV XV 10，7-9 aya1fl va 
u agnir brahmasav adiり/alJk伊 tramグ7ノグaina1flbrahma gacchati brahmavαrcasi bhavatiグ8









「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Yえjnavalkyaとの対話 (197) 
家畜に富む者となる。酸乳 (dadhi-) によりインドラ的能力 (indriya・)85を望む[祭
主]の [Agnihotraを献供すべきである]。インドラ的能力なのだ，酸乳は。まさし
くインドラ的能力により特色づけられる者になる。穀物食 (yαvagu-，→2.2.，注6.，
注10.) により人間集団 (grama-)86を望む[祭主]の [Agnihotraを献供すべきであ
る]。植物達なのだ，人間達は。他ならぬ分け前の分配により，彼(祭主)のため
に， (その集団内で)共に生まれた人々 (sajata-→注86) を囲い込むことになる。}

















の略奪に行く戦士集団j から「村落j の意味に転化する ;grama-の成員は sajata-
と呼ばれる (cf.RAU， Staat und Gesellschaft im alten Indien， 1957， 51-55)。
87 gramin・は grama-(注86)の代表者(バラモン・王族階級)で行政・軍事官僚grama1JT-
(ヴァイシャ階級)と区別される (cf.RAU， aaO 56f.)。
88 引用の最後に itiを欠く。 Somaに関する部分(somena…brahmavarcasyeva bhavati 
注88，注104)以外は TBI 1ム5-6と一致 5.ajyena juhuyat tejaskamαsya. tejo va 
ajyam. tejasvy eva bhavati. payasa pasukamasyaitad vai paぬりaftlrupaftl. rupenaivasmαi 
pα品nava rundhe. 6. pasuman eva bhavati. dadhnendriyakamasya. indryaftl vai dadhi. 
indriyavy eva bhavati. yavagva gramakamasyau抑 dhavai manu~y劫. bhagadheyenaivasmai 
s可atanavarundhe. gramy eva bhavati. 











あろうか」と。「存在する (sat-) [祭詞 y匂U~- ] とにより(祭調を唱えて)，大王よ，
[かつまた]存在しない (ωαt-) [祭詞ァ勾U~- ] とにより(沈黙して)J と。「それ
では存在する[祭詞] (唱えられる祭調)も存在しない[祭調] (沈黙)も無ければ，
一体何により Agnihotraを献供すべきであろうか」と。「然り (om)Jと [Vは]言っ
た， Iまさしく賢すぎる者として，君は思っている (manyase)90，この(地上の存
在)すべての誕生のまさに (vava)以前に，その時 Agnihotraがまさしく (eva)献
供されたCipf.αhuyata)のだ[と]91 Jと。「まさに (vava)それを，先生，私は知
りたいと望むのです (subj.desisd. +vividu持f!i92)Jと [Jは言った]0 Iその(ように
言うならば，その :sa) [君]はそれでは (tarhi) このようにもっと近くにすり寄
れ」と [Vは言った]。その彼 (J)はひ。ったり近くにすり寄った。彼に [Vは]言っ
た: I他ならぬ太陽 (adi，砂a・)が，大王よ，火にタ，献供されたようだ(/と伝え
られている:augment付き opt.ahuye師 93)。火が太陽に朝。そこで，今，つまり，
タ， [人は]献供すべきである: W火が光である，光を火に (agnav)へ[則ち]太
90 I自分自身を賢者を超えた者と思っている」と解し，次の文「これら…献供され
たJから切り離す事も可能であるが，文脈と合致しない。
91 文末 iti(重複しない)は manyaseの目的文と V司asaneyaの発言の両方を指す(→
注96)。
92 全Mss.vividu~ã1'J i (iの3連続からの dissimilation); CALANDはvividi，ゆがに訂正， 1臥叫
CHAUBEYも同様;BODEWITZ， Agnihotra， 189 n.6はind.vividi!famiへの訂正を示唆。 desid.
subj. vividi!faf!iはChandUp 1 11，1とNiruktaI 8でも会話文中に現れる。欲求の客観
的叙述には desid. ind. vividisamiで十分であるが，会話における主語=話者の強い
欲求を強調するために， d目 id.とsubj.の重複表現が口語的に形成されたと推測され
る。堂山『リグヴェーダにおける 1 人称接続法の研究~ 64旺.によると主文・主節
(非疑問文)における 1人称接続法は「一方的発言としての意思表明Jないし「見
込みJを表すが，ここでは「話し相手に対する懇願的な意思表明」である。 TrCHY，
Der Konjunktiv und seine Nachbarkategorien (2006) はdesid.subj.に触れない。
93 Ed.I臥則(全 Mss.)， Ed. CHAUBEY ahuyeta ; Ed. CALAND ahUyata (注:劫uyeta?).augm. 
付き opt.(→6.4.，注101-104)は過去に関する推測ないし伝聞を表す。
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「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Y榊ava同raとの対話 (199) 
陽を(adi，砂am)，svãhã~ と[唱えつつ]。他方，朝，献供すべきである: W太陽(suηル)
が光である，光を太陽に (suηe)95， [則ち]火を，svãhã~ と[唱えつつJ J [とJ960 




6.2. 【導入部】本編は VadhAnvに特徴的形式で始まる:idam va anvahur rこ
れ(直後の引用)を補足して[人々は]言っているのだ。」の後に， TBから
の2種類の引用と VadhuAnv自身の見解が述べられる。このような叙述形式は
Anv謝 lyanar (TaittirIya派ブラーフマナ [TS散文・ TBJ に対し)付随・補足
する説明，補完的解説」というテキストの名称と一致する(→6.)。
最初の引用「仔牛が Agnihotraの始まりなのだ。 Agnihotraが諸祭式の始まり








94 Ed. CALAND， Ed. CHAUBEYでは該当部分の写本欠落。
95 Ed. CALAND， Ed. CHAUBEYでは suηo (nom.) ; v.l.無し。
96 V司asaneyaの返答はここで終了し，重複する itiが省略される(→注91)。
97 Cf. Delbruck 219ff.“etwas in der Rede Dagewesenes"， "eta…hebt die Identitat mit dem 
vorher genannten Begriff hervor". 
98 opt. abhi + as “darubersein， ubertreffen， beherrschen， bewaltigen" (PW).天界を超えて向
こう側まで、行ってしまい，もはやこの世に戻れない(即死し，天界から戻らない;
再死を免れ，不死を得る)0 abhi+ω の用例は RV，AV以外では稀。
99 VadhAnv I 14 [AgnyadheyaJも引用し「λhavaniya祭火が仔牛であるJと説明する。
100穀物祭(i，rti-)である Agnihotraにソーマの献供は不適切で，ブラーフマナ文献には
無く， ApSS VI 15，1， HirSS II 7，114等，比較的新しい Sr削除sutra以降に出現 (cf.




















M) ・木の果実 (SB-K) [JB欠如]→水達; [VadhAnv】牛乳→水達→草達→




も入手し易く， VadhAnvよりも SB/JBの順序が自然である。なお VadhAnvの







「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と YえjnavaIkyaとの対話 (201) 
とαsat-の背後に中性名詞yaj叫ー「祭調」が隠されていると推測される: I存
在する祭詞により」則ち「祭詞を唱えてJ，および「存在しない祭調により」
則ち「沈黙して」献供する。この Isat・と αsat-による献供」は SB刀B対話の




前の Agnihotraを問う。 SB/JB版の単純率直な問答に対し， VadhAnvでは複雑
なやり取りの末， Vajasaneyaは Janak:aを側近くに呼び秘密の教えを明かす:
「夕は太陽が火に，朝は火が太陽に献供されたようである(と伝えられている:
αhuyeta) ;そこで今，タは『火が光である，光を火に， [則ち]太陽を，svãhã~ 
と唱えて，朝は『太陽が光である，光を太陽に， [則ち]火を，svãhã~ と唱え
て献供すべきである」。
Janakaの最後の言葉にある vividusaniは dissimilationを起こした desiderative
の subjunctiveと判断され，口語的な性格を示す。 SB/JB版のキーワード
ahuyαtαiva Iまさしく献供されたJには Janak:aの思考内容における αhuyataivα 
が直接対応し， JBの伝承同様に崩れた形 (-ai-< -ai-;→4.2.，注40) を示す。






過去の事柄を表わす opt.は中期インド・アーリアン語(特に BuddhistHybrid 
SanskritとArdhamagadhI) に特徴的な現象であるが，古インド・アーリアン語
にも叙事詩を中心に散発的に見られ， Vedaでは新しい成立のウパニシャツド
(Svetむvatara-Upahi~ad 1例， Mm;H;laka田Upani~ad 2例)に確認されている問。話
者が直接経験していない過去の事柄に関する推測，伝聞，腕曲表現のために「可
能性を表す opt.Jが口語的に用いられたと考えられる問。 aug.の付いた opt.は
101 Cf. Pi叫 el，Grammatik der Prakrit四 Sprachen(1990) = Comparative Grammar of the Pr紘rit







( vividusani) と同様に極めて珍しい現象が VadhAnvの対話の末尾に起こって
いる。対話の原形を改作した際に， VadhAnvを取り巻く言語状況が反映され
たと思われる。いづれも口語的な動調表現 (modusの用法)であり， SBや 1B
よりも言語的に新しい段階にある。










(1953) ~ 32.85-105 ; Oberlies， Pali (2001)， 243 ; Geiger， A Pali Grammar， transl. Ghosh， 
revisel and edited K.R.Norman (1994)， ~ 170B (Normanによる補遺); Obe耐 s，A Grammar 
of Epic Sanskrit (2003)， 137-141 (6.2.2. optative) ; Salomon， "The Buddhist Sanskrit of 
Asvagho~a's Saundarananda"， WZKS 27，1983，105 ; v.Hin由er，Das altere Mittelindisch im 
Uberblick， 1.1985， 2.2001， ~ 445 Salomon，“A Linguistic Ana1ysis of the MUl.).claka-
Upani~ad"， WZKS 25， 1981， 98f. ; T.Goto，“Zur Sprache der Svet話vatara-Upani~ad"， Fs. 
Mette， 2000， 259 -281. 
102 Cf. T.Goto， a.a.O. ;筆者，“Zumprateritalen Optativ im Alt-und Mittelindoarischen"， Fs. 
Kellens (印刷中)
103 Cf. Edge巾 nBHSG ~ 32.85， ~ 32.89. 
104 K.Hof加凹，“PrateritalerOptativ im Altiranischen"， Aufsatze zur lndoiranistik I， 1976，605-
619 (“die Bezeichnung einer wiederholten Handlung in der Vergangenheit") ， Kelens， Le 
verb avestique， 1984， 309ff. ; T.Goto， Notizen zu Verben in Yasna 9 (Hom-Yast) ， 124f. ( : 
2.1. apa的ian“lpf.in der Funktion zur Bezeichnung einer Vorvergangenheit")， 136f. (: 5.) 







(203) 「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Y具jnavalkyaとの対話
(→注15): 
MSP 1 5，5: 73，11-13 [AgnyupasthanaJ ubhiI vam indragnI ahuvadhya ijη. ubhau hy etau 
saha-. amum va ayam diva bhute pra visati. tasmad asau diva rocata. imam asau nakta1J. 
火が太陽に入る」説は MSの Agnyuapsthana論に初めて現れる
tasmad aya1J naktam. 
「君達両名を， IndraとAgniよ， [私は]ここへ呼ぼう (MSP1 5，1: 65，10f. = RV VI 
60，13) Jと[言う]。これら両名 (IndraとAgni)は一緒なのであるから。あれ105 (Indra 
=太陽)にこれ (Agni) は入るのだ，昼になると。それ故にあれ(Indra=太陽)
は昼，輝く。この[大地]にあれ (Indra=太陽)は夜， [入る]。それ故にこれ (Agni)
が夜[輝く]。
~【夜のみ言及]KSP VII 4:66，1 [AgnyupasthanaJ suηo va indras. so 'gni1J nakta1J 
pravisaり1.太陽が Indraである。それが夜，火に入る。=KpSPV 3:62，7f. 
冒頭の発想が最初に明確に示されるのは TBの Agnihotra論である。火と太陽
を一体視し，両方に同時に献供するために独自の祭詞が提唱される(→2.2.): 
TB I 1，2， 9f.agni1J vavadiのla]Jsaya1J pravisati. tasmad agnir duran nakta1J dadr)e. ublie 
hi tejasI sa1Jpadyete. //9，ノグ udyanta1J vavadiのlamagnir anusamarohati. tasmad dhuma 
evagner diva dad-t;se. yad agnaye saya1J j同uyat，a suηaya vrscyeta. yat suηaya pratar 
juhuyat， agnaye vt;scyeta. devatabhya]J samada1J dadhyat. agnir jyotir jyoti1! surya1! 
svahe.砂 evasayam hotavyam. suryo jyotir jyotir agni1! svaheti prata]J. tathobhabhyam 



























JB 1 9 [Agniho住aJanyonyαsmin evatmanaf(l juhavaveti / sa yad adiかo'sωm ety agnav eva 




Kau~B I 8 [AgnihotraJ sa va 何o'gnir udyaty aditya atmanaf(l juhoti. asav astaf(l yant saye 
'gnav (adi加 :Ed. S棚 a)atmanaf(l juhoti. ratrir evahan juho砂.aho ratrau. p尚早aevapane 
juhoty. apahα与praηe.tani va etani抑4juhvaty anyonya atmanam. 
そのようなこの火は昇りつつある太陽 (adiηル)に自らを献供する。あの(太陽)
は沈みつつ，夕方，火に自らを献供する。他ならぬ夜が昼に[自らを]献供する。
昼が夜に。他ならぬ呼気 (pra加・→注54)が吸気 (αipana-) に[自らを]献供する。
吸気が呼気に。そのようなこれら六つは相互に自らを献供している。
Janaka王とバラモン学者達との Agnihotra議論 (SB-MXI 6，2 [-K XIII 6，2J '" 
JB 1 22-25 :→注3)では，火と太陽をjyotis- I光」以外の概念を媒介項として
等置し，相互献供する説が， SBでは 2名の学者により主張される:
SB-M XI 6，2，2-3 (幽KXIII 6，2) [AgnihotraJ sa hovaca / svetaketur aruηeyal].…adiりのvai
gharm白• tain sayam agnau juhomy. agnir vai gharmas. taf(l pratar adiη台juhomTti.… /グ2ノグ
。thahovaca somasu，rmal] satyayαyni与/… adiのIOvai tejas. tain sayam agnau juhomy.αgnir 






これに対し， YえjnavalkyaとJanakaの見解は全く異なる :Y司jnavalkyaは SB本






「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Y可加valkyaとの対話 (205) 
λhavaniya祭火用に取り出した火を高く掲げて，沈み行く太陽の光線である
神々を客として迎える」という説を， Janakaは有名な五火説を述べる。
他方， JBでは JanakaとVajasaneya(Yaj負avalkya) を含む登場人物6名全員
が太陽と火の相互献供を提唱するべその一例として Vえjasaneya説を挙げる:
JB 1 23 [AgnihotraJ sa hovaca vajasaneya]J.仰の/amity eva samraq aham agnihotra1fl 
juhomi. tasmad aha1fl却の/amasmi…αgnim upadisann uvaceda1fl却の/amiか.ada]J satyam 



















106火と太陽を λm平iは「栄誉yasas-Jとし， Vajasaneya (y可白valkya)は「真実 saηα-J， 
Barku V批判a は「得られた物達の中で最も豊富で最も優れたもの bhüi~tha1fl sr，向的αm
vittanamJ， Priya Janasruteyaは「光熱力・威光 tejas-Jとする。 BudilaA/svatar話vi
















8B-M I 3，1，36 ("，- 8B-K 1 3，1，24f.108) tad劫u}JI agnav evaitat sayar[l surya1lJ. juhoti. suηe 
pratar agnim it.的dvai的duditahominam eva. yada hy eva suryo 'stam ety， athagnir jyotir. 
yada suηα udety，みthasuηojyotir. nみsyasa paricak~èyám eva paricak~ã yat tasyai naddha 
devatayai hUyate yagnihotrasya devata-. agnir jyotir jyotir agni}J svaheti. tatra nagnaye 












したと推測される。新旧の祭詞を比較すると:[タ]agnir jyotir jyotir agn劫→
agnir jyotir jyotir agnav adi.砂ami火が光である，光である太陽を火にJ ; [朝]
suryo jyotir jyoti1! sury叫→ suηojyotir jyotis suηe注nim i太陽が光である，光
である火を太陽にJ。つまり，古い祭詞の最後の nOffi.をloc.に変え， acc.を付
け加えて，第2のjyotisをacc.と再解釈する。また「太陽」を意味する語が古
い部分では suηル，付加部分では adiりla- (VadhAnvの地の文と同じ)という
107厳密には，太陽が昇り始めてから完全に現れるまで数分間かかるので，その聞に一
対の献供を終えるならば，uditahomin-r日の出の後で献供する者」とは言えない。








「究極の AgnihotraJを巡る Janaka王と Y司jnavalkyaとの対話 (207) 
不一致が起こっている。新しい祭詞のjyotiragnavの部分は KSのタの祭詞(→
2.2.，4.1.2)の後半と共通する。


















と太陽の相互献供方式は JB1 23における Vえjasaneyaの「太陽を火に，火を太
陽に献供するJ説(→6.4.)と一致する。 VadhAnvが ITaittiriya派ブラーフマ
ナを補足説明する文献」であり(→6.，6.3.)，TBを熟知し縦横に引用している























で貫徹し全編を統ーした;4) SBから JBに取り込まれた時期と Slokaが対話









SB汀Bにおける Yajnavalkyaの最終解答は MS/KSのPr司apati神話と SB第 1





VadhAnvには Slokaおよび IPrana理論」の痕跡が無い。 VadhAnvの源泉と
なった JB/SBヴァージョンが Sloka結合以前であったのか，あるいは VadhAnv
が意図的に Slokaと IPrana理論」を消し去ったのか，現段階では決定できな


















変わらない。 Vadhula派はこの Taittirlya派の支派である。 YV学派内の新興勢




される Jana阻 k初a王とパラモン学者達，特に Yajnavalkyaとの諸議論(→注2) は
その現れである。 JBはサーマン朗詠を担う Udgatr祭官達の Samaveda学派に























































































































RV ~gveda (-SaIhhita) 
A V Atharvaveda (ーSaIhhita)[Saunaka派]
m rnantra 
MS Maitraya:c.I Sari由ita














TS Taiitiriya -SaIhhita 
TB Taittiriya-Brahrna:ca 
KausB Kausitaki -Brahrnana 




BaudhSrSu Baudhayana-Srautasutra BharSrSu Bharadv司ja-Srautasutra
HirSrSu Hiral).yakesi-Srautasutra (Saty勾対ha-SrSu)




The ultimate Agnihotra 
一一一 SB-MXI 3，1， SB-K II 1，4 JB 1 19f.， VadhAnv I 13一一一
Junko SAKAMOTO-GOTO 
The agnihotra， daily evening and morning offering of milk， isa lifelong duty of those who 
have set up the sacred fires. They are confronted with a difficulty if no milk is found. What 
should be offered in this case? This problem seems to have become serious according to the 
preva1ence of this ritual among the K~atriyas engaged in fights and expeditions. A dialogue on 
this question between阻ngJ anaka and Y司navalkya(V具jasaneya)is transmitted in four versions， 
which are divided as follows: 1) Satapatha・Brahma明 (Madhyandina)XI 3，1， Satapatha-
Brahma早a(Ka早va)II 1，4 Jaiminiya-Brahma早aI19f.;2) Vadhula-AnvakhyanaIl 13. Themain 
difference between 1) and 2) consists in the way of Agniho位ain case白紙 thereis nothing to 
offer: 1) offering of the truth (practica11y the ritual formula) into出e白i血， 2) offering the sun 
into the fire in the evening， the fire into the sun in the morning. The group 1) adds four stances 
of Sloka to the dia10gue and concluds that the very breath is Agnihotra， while 2) rejects 
Vえjasaneya'steaching from the traditional and conservative view of the Vadhula Scool. 
A philologi詑ca1and c∞omp紅 at“iveexarnination of the t旬extおsreveals the following po凶intωs:1.白e
version of the SB 
Vedic religion have been attached to the c∞ore of the t旬ex剖t，i.e. the dia10gue between Janaka and 
Yajnavalkya (Vajasaneya); 3. Y高jnava1kya'steaching in the SB/JB seems to have iぉoriginin 
the myth ofPrajapati MS 18，1 and KS VI 1 and that ofManu SB 1 8，1，7; 4. The VadhAnv has 
remodeled the original dialogue in various points， above a11， v員jasaneya'slast answer according 
to TB 1 1，2，9f.， JB 122 and SB (M) 1 3，1，36， sothat V実jasaneyateaches a manner of offering 
opposed to his own theory recorded in the SB. The vadhAnv r司ectsfurthermore this teaching in 
conclusion. Thus it is supposed that the VadhAnv has intentionally transformed and utilized the 
dialogue in order to exhibit its superiority to the V高jasaneyinSchool (SB) with a strong sense of 
rivalry against the later. 
門，
tつ山4
 
